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1．はじめに  

 近年,中央径間を軽量な鋼桁,側径間を重量のあるＰＣ桁とし

た混合橋が採用されるケースがある.接合部に鋼殻を用いず，せ

ん断力の伝達を鋼とコンクリートの摩擦力に期待した接合形式

にすることで接合部構造の簡略化および施工性の向上が期待で

きる．しかし，高軸力下における鋼とコンクリートの摩擦に関

する知見は少ない．そこで，高軸力下で鋼とコンクリートの摩

擦係数の把握を目的とした載荷試験を実施した． 

 本試験の一部については，文献 1)でも報告したが，その後パ

ラメータを増やして試験を継続するとともに，スケール効果の

確認も実施したので，以下に報告する． 

2．試験概要 

本試験は，図-1に示すように無収縮モルタル試験体を両面か

ら鋼板(SS400 材)で挟み, PC 鋼棒により軸力を導入し,すべり

量が 20mm 程度になるまで無収縮モルタル試験体上面を鉛直に

単調載荷するものである．試験体は，導入軸力および試験体寸

法をパラメータとした．無収縮モルタル試験体は打設後に一度

型枠から取り外し,鋼材を再度設置し，軸力を導入することによ

り付着をとらないこととした．な

お，コンクリ-トと無収縮モルタ

ルで試験結果にほとんど違いが

ないことが確認できているため，

試験体は無収縮モルタルとした． 

3．試験結果および考察 

3.1 試験結果 

試験結果を表-1 に示す.また，

例として試験体 A-9 および試験

体 B-1 の荷重‐すべり量関係を

図-2 に示す．いずれの試験体も

すべり出す際に荷重が最大とな

り，最大荷重以降は動摩擦へ切替

り，荷重を維持してすべる結果と

なった．  
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図-1 試験体の形状寸法 
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表-1 試験結果 
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3.2 摩擦係数 

各試験体の最大せん断応力度と滑り時の支圧応力度を図-3 に

示す．試験 A の摩擦係数は 0.8 程度，試験 B の摩擦係数は 0.9

程度となった．試験 Aについては，支圧応力度が大きい試験体ほ

ど結果のばらつきが大きくなった． 

3.3 接合面の状況 

低軸力時 (例として試験体 A-1)のすべり面と高軸力時(例と

して試験体 A-19)の試験後の接合面を図-4に示す.低軸力時の場

合では鋼材に塗装が残り,部分的にモルタルの付着が確認された.

高軸力の場合では接触面の塗装が剥がれ,鋼材素地がみられた.

以上より,低軸力下では塗装とモルタルの界面,高軸力下では鋼

材と塗装の界面がすべり面となり,軸力の大きさによってすべる

面が異なる結果となった． 

3.4 試験結果のばらつき 

 すべり時のせん断応力度と支圧応力度について，試験実施時期

を比較したものを図-5 に示す．図-5より 1月に実施した試験体

の摩擦抵抗が小さい傾向となっていることが分かる．また，表-1

に示した無収縮モルタル圧縮強度や無機ジンクリッチペイント

の膜厚・養生期間，塗装前後の算術平均粗さを比較したが，相関

は見られなかった．以上より，試験時期に相関があったことから，

気温や湿度により摩擦面の微視的な凝着部の形成や破壊に影響

があったと考えられる．また，上記の影響と 3.3で述べたすべり

面の変化により，ばらつきが大きくなったと考えられる． 

3.5スケール効果の影響 

 図-2 より，試験 B は試験 A と損傷過程が同様となっているこ

とを確認した．また，図-3 より，試験 B の摩擦係数は試験 A よ

りもやや大きくなったが，試験 Aのばらつきの範囲におさまって

いるため，スケール効果の影響はないと考えられる． 

4．おわりに 

高軸力下における鋼とコンクリートの摩擦係数の把握を目的

とした載荷試験を実施した. 

試験の結果,摩擦係数は 0.8～0.9 程度であり，高軸力下におい

ては鋼材と塗装の境界面の影響が大きいことが分かった.また，

試験結果のばらつきは気温や湿度により摩擦面の微視的な凝着

部の形成や破壊に影響によるものであると考えられる．また，ス

ケール効果の影響はないと考えられる． 

今後は曲げを受ける鋼とコンクリートの接合面の摩擦につい

て確認する予定である. 
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（b）軸力 600kN（試験体 A-19） 

図-4 軸力とすべり面の関係 

（a）軸力 50kN（試験体 A-1） 

図-2 荷重-ずれ変位量関係 

図-3 すべり時のせん断応力と支圧応力 
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鋼材素地がみられる 
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図-5 試験時期の比較 
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